
京阪グループは、２１世紀にも輝き、繁栄を続ける企業グループを目指して、グループ

全社員の進むべき方向を示すため、平成１０年７月１日、「経営理念」を制定しました。

この「経営理念」を誠実に実践することが、京阪グループのＣＳＲ経営であると考え

ています。

京阪グループのCSR京阪グループのCSR

私たちは、法令・社会規範を遵守するとともに、

高い倫理を保ち、責任ある行動をします。

私たちは、お客さまの安全を第一に考えつつ、

お客さまの信頼・満足が得られる品質の高い

サービスをタイムリーに提供します。

私たちは、公正な事業活動を行います。

また、政治・行政との間に健全・正常な関係

を保ちます。

私たちは、広く社会とのコミュニケーションを

行い、すべてのステークホルダーに必要な情

報を適時・適切に開示します。

私たちは、すべての人々の人権を尊重します。

私たちは、ハラスメントなどのない安全で働き

やすい職場づくりに努めます。

私たちは、積極的に環境保護に努めます。

私たちは、個人情報やその他の重要情報を

厳正・適切に取り扱います。

私たちは、事業活動を通じて地域社会に貢

献します。

私たちは、市民社会の秩序や安全に脅威を

与える反社会的勢力に対しては毅然とした

態度で臨み、その排除に取り組みます。

私たちは、事業活動を健全かつ迅速に進め、

企業価値の長期的・安定的な増大を図ります。
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経営理念 

京阪グループは、
人の暮らしに夢と希望と信頼のネットワークを築いて、
快適な生活環境を創造し、社会に貢献します。

経営姿勢

1. 地域社会、顧客、株主、社員を大切にします。
2. 法令および社会規範を遵守し、企業の社会的責任を果たします。
3. 自然環境にやさしい企業運営を目指し、環境の保全や資源の保護に配慮します。
4. 常に新しいことに取り組み、自己改革を実現します。
5. 顧客第一主義のもと、鉄道事業を基幹としたライフステージネットワークを展開し、
    快適な生活環境を創造します。

行動憲章

京阪グループは、鉄道という公共性の高い事業を中心に地域に密着したさまざまな
事業活動を行う企業集団として、企業を取り巻く人々の期待に誠実に応えることに
より企業としての社会的責任を果たし、地域社会から信頼される企業を目指すため
以下のとおり行動憲章を定めます。
京阪グループのすべての役員および従業員はこの行動憲章の実現が自らの役割で
あると認識し、率先してその実現に努めます。
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